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Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｏ
Ｔ
・
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
昨
今
の
急
速
な
情
報
関
連
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
様
々
な
モ
ノ
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
相
互
に
接
続
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
デ
ー
タ
や
情
報
の
伝
達
・
交
換
が
、

国
境
を
越
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
さ
れ
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
複
数
の
端
末
・
機
器
を
国
境
を
越
え
て
分
散
的
に
配
置
し
、
そ
の

間
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
複
数
の
外
国
市
場
に
参
入
し
、
国
際
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
事
業
者
も
急
速
に
増
加
し
て
い

（
１
）

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
に
、
現
代
の
知
的
財
産
法
制
に
お
い
て
も
、
国
境
を
跨
ぐ
知
的

財
産
利
用
行
為
（
知
的
財
産
権
の
越
境
侵
害
）
へ
の
対
処
が
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
時
代
を
迎
え
た
現

代
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
議
論
の
所
与
の
前
提
と
さ
れ
て
き
た
「
属
地
主
義
の
原
則
」
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
の
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
下
、
ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
発
明
」
（
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
接
続
さ
れ
た
複
数
の

（
２
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
例
え
ば
、
サ
ー
バ
、
ユ
ー
ザ
ー
端
末
等
）
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
得
る
発
明
（
物
の
発
明
と
方
法
の
発
明
の
双
方
を
含
む
。
）
」
）
の

続
・
特
許
権
の
越
境
侵
害

ｌ
知
財
高
判
令
和
四
年
七
月
二
○
日
平
成
三
○
年
（
ネ
）
一
○
○
七
七
号
の
検
討
を
中
心
に
Ｉ

は
じ
め
に

愛

知

靖
之
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国
境
を
越
え
た
実
施
と
特
許
権
侵
害
を
素
材
に
、
現
代
に
お
い
て
属
地
主
義
を
堅
持
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
論
稿
を
公
表
し

（
３
）
（
４
）

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
、
特
許
権
の
越
境
侵
害
を
扱
っ
た
重
要
判
決
が
立
て
続
け
に
下
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
ら
近
時
の
裁
判
例
を
素
材
と
し

（
５
）

て
更
な
る
考
察
を
加
え
る
論
稿
を
発
表
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
前
稿
「
特
許
権
の
越
境
侵
害
」
の
脱
稿
後
に
、
属
地
主
義
の
緩
和
を

志
向
す
る
知
財
高
判
令
和
四
年
七
月
二
○
日
平
成
三
○
年
（
ネ
）
一
○
○
七
七
号
［
表
示
装
置
、
コ
メ
ン
ト
表
示
方
法
、
及
び
プ
ロ
グ
ラ

ム
］
と
い
う
重
要
判
決
が
下
さ
れ
た
（
以
下
「
本
判
決
」
と
呼
ぶ
）
。
（
６
）

本
稿
は
、
前
稿
で
扱
う
こ
と
が
で
き
ず
他
日
を
期
す
と
し
て
い
た
本
判
決
の
分
析
を
中
心
と
し
つ
つ
、
国
境
を
跨
ぐ
特
許
権
侵
害
に
対
し
、

属
地
主
義
に
固
執
し
、
「
実
施
行
為
が
ど
こ
の
国
で
行
わ
れ
た
の
か
」
を
基
準
と
し
た
判
断
で
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
時
代
に
お
け
る
特
許
権
の
適
切

な
保
護
に
限
界
が
生
じ
る
旨
を
改
め
て
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
判
決
の
争
点
も
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
稿
の
こ
の
目
的
に
関
連
す
る

争
点
に
絞
っ
て
分
析
検
討
を
行
う
。

（
１
）
滝
澤
ゆ
か
り
・
黒
川
美
陶
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
海
外
か
ら
の
特
許
侵
害
行
為
へ
の
対
処
」
知
財
管
理
六
七
巻
五
号
六
三
一
‐
六
三
二
頁
（
二
○
一
七
年
）
。

（
２
）
知
財
財
産
研
究
教
育
財
団
・
知
的
財
産
研
究
所
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
発
明
に
お
け
る
国
境
を
ま
た
い
で
構
成
さ
れ
る
侵
害
行
為
に
対
す
る
適
切
な
権
利
保
護
の
在
り
方

に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」
六
頁
（
二
○
一
七
年
）
。

（
３
）
愛
知
靖
之
「
Ｉ
Ｏ
Ｔ
時
代
に
お
け
る
罵
地
主
義
の
原
則
』
の
意
義
Ｉ
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
発
嬰
の
国
境
を
越
え
た
実
施
と
特
許
権
侵
害
ｌ
」
牧
野
利
秋
編

『
最
新
知
的
財
産
訴
訟
実
務
』
二
六
二
‐
二
七
七
頁
（
青
林
書
院
、
二
○
二
○
年
）
。

（
４
）
日
本
へ
の
製
品
持
ち
込
み
が
予
定
さ
れ
た
外
国
で
の
譲
渡
に
つ
い
て
、
日
本
で
行
わ
れ
た
当
該
譲
渡
の
申
出
行
為
が
、
日
本
の
特
許
権
侵
害
を
構
成
す
る
か
が
問
題
と
な

っ
た
東
京
地
判
令
和
二
年
九
月
二
四
日
平
成
二
八
（
ワ
）
二
五
四
三
六
［
Ｌ
ｌ
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
製
造
方
法
］
と
、
外
国
に
設
置
さ
れ
た
サ
ー
バ
及
び
こ
れ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
介
し
て
接
続
さ
れ
た
日
本
に
存
在
す
る
複
数
の
端
末
装
置
（
ユ
ー
ザ
ー
端
末
）
と
で
構
成
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
発
明
の
越
境
侵
害
（
「
生
産
」
行
為
）
が
問
題
と
な
っ
た
東

京
地
判
令
和
四
年
三
月
二
四
日
令
和
一
（
ワ
）
二
五
一
五
二
［
コ
メ
ン
ト
配
信
シ
ス
テ
ム
］
で
あ
る
。
な
お
、
コ
メ
ン
ト
配
信
シ
ス
テ
ム
事
件
は
、
現
在
、
控
訴
審
が
知
財

高
裁
に
係
属
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
令
和
三
年
特
許
法
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
同
法
一
○
五
条
の
二
の
二
に
基
づ
く
第
三
者
意
見
募
集
が
初
め
て
行
わ
れ
た
こ
と
で
も
注

（
５
）
愛
知
靖
之
「
特
許
権
の
越
境
侵
圭

（
６
）
愛
知
・
前
掲
注
（
５
）
・
一
八
頁
。

愛
知
靖
之
「
特
許
権
の
越
境
侵
害

目
を
集
め
て
い
る
。

ｌ
近
時
の
二
つ
の
裁
判
例
を
素
材
と
し
て
ｌ
」
特
許
研
究
七
四
号
六
‐
二
一
頁
（
二
○
二
二
年
）
。
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本
判
決
の
分
析
・
検
討
に
入
る
前
に
、
二
つ
の
論
稿
に
お
い
て
提
示
し
た
筆
者
の
立
場
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

筆
者
の
見
解
の
基
本
的
な
方
針
は
、
特
許
権
の
越
境
侵
害
に
関
し
て
「
属
地
主
義
か
ら
の
脱
却
」
を
志
向
し
、
実
施
行
為
が
ど
の
国
で
行

わ
れ
た
と
評
価
で
き
る
の
か
（
「
行
為
地
」
）
を
基
準
と
す
る
の
で
は
な
く
、
実
施
行
為
に
よ
る
法
益
侵
害
の
結
果
（
特
許
発
明
に
対
す
る
需
要
・

市
場
機
会
の
喪
失
）
が
ど
こ
の
国
で
生
じ
た
の
か
（
「
結
果
発
生
地
」
・
「
市
場
地
」
）
を
基
準
と
す
べ
き
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

最
判
平
成
九
年
七
月
一
日
民
集
五
一
巻
六
号
二
二
九
九
頁
［
Ｂ
Ｂ
Ｓ
］
、
最
判
平
成
一
四
年
九
月
二
六
日
民
集
五
六
巻
七
号
一
五
五
一
頁

［
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
］
は
属
地
主
義
に
つ
い
て
、
「
各
国
の
特
許
権
が
、
そ
の
成
立
、
移
転
、
効
力
等
に
つ
き
当
該
国
の
法
律
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
、
特
許
権
の
効
力
が
当
該
国
の
領
域
内
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
う
ち
、

「
各
国
の
特
許
権
が
、
そ
の
成
立
、
移
転
、
効
力
等
に
つ
き
当
該
国
の
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
」
る
と
い
う
原
則
は
「
抵
触
法
上
の
属
地

（
７
）

主
義
」
、
「
特
許
権
の
効
力
が
当
該
国
の
領
域
内
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
原
則
は
、
「
実
質
法
上
の
属
地
主
義
」
と
理
解
さ
れ

（
８
）

て
い
る
。
「
抵
触
法
上
の
属
地
主
義
」
は
、
特
許
権
侵
害
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
を
公
権
力
性
の
低
い
「
私
法
的
法
律
関
係
」
と
位
置
付
け
る

場
合
に
問
題
と
さ
れ
、
「
実
質
法
上
の
属
地
主
義
」
は
、
特
許
権
侵
害
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
を
公
権
力
性
が
高
い
と
い
う
意
味
で
の
「
公
法

的
法
律
関
係
」
と
位
置
づ
け
、
特
許
法
を
い
わ
ゆ
る
「
国
際
的
強
行
法
規
（
絶
対
的
強
行
法
規
・
強
行
的
適
用
法
規
）
」
と
理
解
す
る
場
合
に
問

題
と
さ
れ
る
。
特
許
権
侵
害
を
巡
る
法
律
問
題
を
「
私
法
的
法
律
関
係
」
と
位
置
づ
け
る
立
場
か
ら
は
、
抵
触
法
（
国
際
私
法
）
自
体
が
実

質
法
規
の
場
所
的
適
用
範
囲
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
、
実
質
法
規
が
有
す
る
場
所
的
な
適
用
意
思
は
無
視
さ
れ
る
（
「
法
律
関
係
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
」
）
。
他
方
で
、
特
許
権
侵
害
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
を
「
公
法
的
法
律
関
係
」
と
し
て
、
特
許
法
を
い
わ
ゆ
る
「
国
際
的
強
行
法
規

（
絶
対
的
強
行
法
規
・
強
行
的
適
用
法
規
）
」
と
理
解
す
る
立
場
に
立
つ
場
合
に
は
、
国
際
私
法
・
抵
触
法
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
準
拠
法
選
択

の
問
題
は
出
て
こ
な
く
な
る
。
実
質
法
規
固
有
の
場
所
的
適
用
範
囲
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
（
「
法
規
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

１
筆
者
の
立
場



妬
チ
」
）
。
そ
の
上
で
、

ロ
妄
の
属
地
主
義
」
で

６

（
私
法
的
法
律
関
係

１巻２
る
こ
と
は
あ
り
得

９１

一
）
。
そ
の
上
で
、

は
あ
り
得
な

そ
こ
で
、
特
許
権
侵
害
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
を
「
私
法
的
法
律
関
係
」
と
理
解
す
る
か
、
「
公
法
的
法
律
関
係
」
と
理
解
す
る
か
が
次
の

問
題
で
あ
る
。
特
許
法
は
各
国
の
産
業
政
策
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
法
で
は
あ
る
も
の
の
、
特
許
権
の
存
否
や
有
効
性
と
い
う
問
題
と
は
異

な
り
、
い
っ
た
ん
有
効
に
成
立
し
た
特
許
権
の
侵
害
争
訟
は
、
あ
く
ま
で
私
権
・
私
人
の
財
産
権
そ
の
も
の
で
あ
る
特
許
権
を
対
象
と
し
た

私
的
紛
争
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、
公
法
的
法
律
関
係
と
位
置
付
け
た
場
合
に
は
、
外
国
公
法
不
適
用
の
原
則
か
ら
、
日
本
の
裁
判
所
は

紛
争
解
決
の
際
に
外
国
特
許
法
を
適
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、
日
本
の
裁
判
所
に
外
国
特
許
権
侵
害
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
あ
る
い
は
、
外
国
特
許
法
の
適
用
が
あ
る
問
題
に
つ
い
て
の
み
請
求
が
却
下
さ
れ
る
）
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
扱
い
で
は
特
許
権
者
が
十
分
な
救

（
、
）

済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
特
許
権
侵
害
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
は
「
私
法
的
法
律
関
係
」
と
理
解
す
べ

き
で
あ
り
、
越
境
侵
害
に
対
し
我
が
国
特
許
法
を
適
用
で
き
る
か
と
い
う
問
題
は
、
抵
触
法
（
国
際
私
法
）
に
基
づ
く
準
拠
法
決
定
の
問
題

そ
の
上
で
、
準
拠
法
決
定
を
行
う
際
に
、
「
登
録
国
法
主
義
」
や
「
保
護
国
法
主
義
」
を
採
る
べ
き
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

理
由
で
こ
れ
を
否
定
す
べ
き
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
（
抵
触
法
上
の
）
属
地
主
義
の
原
則
を
導
く
確
固
た
る
根
拠
を
条
約
等
に
見
い
だ
す
こ

と
は
で
き
ず
、
こ
の
原
則
は
、
特
許
法
を
初
め
と
す
る
知
的
財
産
法
が
各
国
の
産
業
政
策
等
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
法
で
あ
る
と
の
理
解
に

基
づ
き
、
各
国
が
知
的
財
産
法
の
属
地
的
適
用
と
い
う
抵
触
法
上
の
ル
ー
ル
を
政
策
判
断
と
し
て
共
通
に
採
用
し
て
き
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
・
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
情
報
関
連
技
術
の
著
し
い
発
展
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
結
び
つ
き
が
強
固
と
な
っ
た

結
果
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
境
と
い
う
概
念
が
希
薄
と
な
り
、
国
境
を
跨
ぐ
知
的
財
産
の
利
用
が
急
増
す
る
中
、
現
代
ほ
ど
情
報
関
連
技

（
ｕ
）

と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

実
質
法
規
た
る
特
許
法
の
場
所
的
適
用
範
囲
に
関
す
る
意
思
を
示
し
た
も
の
が
（
不
文
で
は
あ
る
も
の
の
）
「
実
質
法
上

（
９
）

属
地
主
義
」
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
抵
触
法
上
の
属
地
主
義
」
が
問
題
と
な
る
「
準
拠
法
選
択
」
の
問
題

私
法
的
法
律
関
係
と
理
解
す
る
場
合
）
と
「
実
質
法
上
の
属
地
主
義
」
の
問
題
（
公
法
的
法
律
関
係
と
理
解
す
る
場
合
）
が
双
方
と
も
に
扱
わ
れ

い。
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術
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
が
高
度
に
発
達
し
て
い
な
い
時
代
に
形
成
さ
れ
た
知
的
財
産
法
の
属
地
的
適
用
と
い
う
政
策
判
断
に
固
執
す
べ
き

で
は
な
く
、
よ
り
柔
軟
な
抵
触
法
的
判
断
を
志
向
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
硬
直
的
な
属
地
主
義
に
よ
り
権
利
行
使
が
容
易
に
否

定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
迎
え
た
時
代
に
求
め
ら
れ
る
権
利
保
護
の
ニ
ー
ズ
を
う
ま
く
汲
み
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
権
利
の
脆
弱
化
が
も
た
ら
さ
れ
か
ね
な
い
。
ま
さ
に
、
属
地
主
義
か
ら
の
脱
却
を
志
向
す
べ
き
時
代
を
迎
え
て
い
る
の
で

（
週
）

し
た
が
っ
て
、
特
許
権
侵
害
の
準
拠
法
を
、
「
抵
触
法
上
の
属
地
主
義
」
に
基
づ
き
、
登
録
国
法
な
ど
と
す
る
必
要
は
な
く
、
特
許
権
と

い
う
私
権
を
め
ぐ
る
特
定
当
事
者
間
の
純
粋
な
私
的
紛
争
に
過
ぎ
な
い
権
利
侵
害
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
差
止
請
求
・
損
害
賠
償
請
求
を
問

わ
ず
、
不
法
行
為
と
性
質
決
定
し
た
上
で
、
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
（
以
下
「
通
則
法
」
と
呼
ぶ
）
一
七
条
に
よ
り
加
害
行
為
の
結
果
発

生
地
（
法
益
侵
害
の
結
果
が
発
生
し
た
地
）
の
法
を
準
拠
法
と
す
れ
ば
足
り
る
。
特
許
権
も
私
権
に
す
ぎ
ず
、
か
つ
、
侵
害
行
為
か
ら
の
被
害

者
（
特
許
権
者
）
の
救
済
が
図
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
知
的
財
産
権
以
外
の
他
の
私
権
の
侵
害
と
そ
こ
か
ら
の
救
済
が
問
題
と
な
る
場
面

（
す
な
わ
ち
「
不
法
行
為
」
）
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
こ
と
侵
害
の
問
題
に
関
し
て
は
、
特
許
権
を
初
め
と
す
る
知
的
財
産
権
に
固

（
ｕ
）

有
の
政
策
的
配
慮
を
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
通
則
法
一
七
条
を
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
果
発
生
地
が
通
常
予
見
で
き
な
い
も

の
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
地
の
法
が
準
拠
法
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
加
害
行
為
地
の
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
同
条
但

書
）
。
当
事
者
の
予
見
可
能
性
も
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
問
題
と
な
る
の
が
、
通
則
法
一
七
条
の
加
害
行
為
の
結
果
発
生
地
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
特
許
制

度
の
趣
旨
は
、
特
許
権
者
に
特
許
発
明
の
排
他
的
・
独
占
的
実
施
を
保
障
す
る
こ
と
で
、
発
明
の
開
発
・
創
作
の
た
め
の
投
下
資
本
の
回
収

や
そ
れ
ら
を
上
回
る
利
潤
の
獲
得
を
容
易
に
し
、
も
っ
て
創
作
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
保
障
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
許
制
度

の
趣
旨
か
ら
は
、
侵
害
行
為
に
よ
っ
て
、
特
許
発
明
に
対
す
る
需
要
（
市
場
機
会
・
投
下
資
本
回
収
等
の
機
会
）
が
奪
わ
れ
た
、
ま
た
は
奪
わ

（
巧
）
（
焔
）

れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
た
地
（
「
市
場
地
」
）
こ
そ
が
、
加
害
行
為
の
結
果
が
発
生
し
た
地
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
疑
侵
害
者
に
よ
る
実
施

（
皿
）

あ
る
。
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行
為
が
日
本
市
場
に
向
け
て
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
我
が
国
の
特
許
発
明
に
対
す
る
需
要
・
市
場
機
会
が
奪
わ
れ
る
（
あ
る
い
は
そ
の
お
そ
れ
が

あ
る
）
の
で
あ
れ
ば
、
実
施
行
為
自
体
が
ど
の
地
で
行
わ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
日
本
法
が
準
拠
法
と
な
り
、
日
本
特
許
権
を
保
有
す
る
特
許

（
Ⅳ
）

権
者
は
、
当
該
特
許
権
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
差
止
請
求
・
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

七
年
）
な
ど
参
照
。

（
９
）
以
上
、
愛
知
・
前
掲
注
（
３
）
・
二
六
五
‐
二
六
七
頁
、
愛
知
・
前
掲
注
（
５
）
・
九
頁
。

（
皿
）
茶
園
・
前
掲
注
（
８
）
・
四
四
頁
。

（
ｕ
）
愛
知
・
前
掲
注
（
３
）
・
二
六
七
‐
二
六
八
頁
。

（
皿
）
愛
知
・
前
掲
注
（
３
）
・
二
六
八
‐
二
七
○
頁
、
二
七
六
‐
二
七
七
頁
、
愛
知
・
前
掲
注
（
５
）
・
一
○
頁
、
一
七
‐
一
八
頁
。

（
過
）
前
掲
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
最
判
は
、
法
例
下
に
お
い
て
、
特
許
権
侵
害
に
基
づ
く
差
止
請
求
権
の
準
拠
法
を
、
条
理
に
基
づ
き
特
許
権
と
最
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
国
す
な

わ
ち
登
録
国
の
法
と
し
た
が
、
妥
当
で
は
な
い
。

（
皿
）
愛
知
・
前
掲
注
（
３
）
・
二
七
○
‐
二
七
二
頁
。

（
焔
）
愛
知
・
前
掲
注
（
３
）
・
二
七
三
‐
二
七
四
頁
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
略
）
な
お
、
「
需
要
（
市
場
機
会
・
投
下
資
本
回
収
等
の
機
会
）
が
奪
わ
れ
た
、
ま
た
は
奪
わ
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
た
地
」
と
述
べ
た
の
は
、
通
則
法
一
七
条
に
よ
り
結
果
発

生
地
の
法
を
準
拠
法
と
す
べ
き
と
す
る
筆
者
の
立
場
は
、
損
害
賠
償
請
求
の
み
な
ら
ず
差
止
請
求
に
も
妥
当
す
る
た
め
、
実
際
に
需
要
が
奪
わ
れ
た
こ
と
ま
で
は
不
要
で
あ

り
、
そ
の
お
そ
れ
が
生
じ
て
い
れ
ば
足
り
る
と
す
べ
き
こ
と
が
直
接
の
理
由
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
で
、
前
掲
コ
メ
ン
ト
配
信
シ
ス
テ
ム
事
件
で
問

題
と
な
っ
た
「
生
産
」
行
為
の
よ
う
に
、
直
接
に
需
要
を
喪
失
さ
せ
る
行
為
の
前
段
階
に
あ
る
行
為
（
予
備
的
・
準
備
的
行
為
）
を
も
捕
捉
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

「
生
産
」
行
為
そ
れ
自
体
は
、
特
許
発
明
に
対
す
る
需
要
を
直
接
に
奪
う
行
為
で
は
な
い
も
の
の
、
い
っ
た
ん
当
該
行
為
が
行
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
後
に
「
譲
渡
」
や
「
使

用
」
な
ど
特
許
発
明
の
需
要
を
直
接
に
奪
う
実
施
行
為
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
る
。
「
生
産
」
が
行
わ
れ
た
段
階
で
、
特
許
発
明
の
需
要
が
喪
失
す
る
現
実
的
な
危
険

性
が
惹
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
生
産
」
と
い
う
需
要
喪
失
に
向
け
た
前
段
階
の
行
為
も
、
実
施
行
為
と
し
て
規
制
の
対
象
に
包
含
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
以
上
、
横
山
久
芳
「
「
実
施
』
概
念
の
検
討
を
通
し
て
み
る
『
譲
渡
の
申
出
』
概
念
の
意
義
」
牧
野
利
秋
先
生
傘
寿
記
念
『
知
的
財
産
権
法
理
と
提
言
』
一
八
七
頁
（
青

（
７
）
具
体
的
に
は
、
登
録
国
の
法
を
準
拠
法
と
す
る
と
す
る
「
登
録
国
法
主
義
」
、
あ
る
い
は
、
保
護
が
要
求
さ
れ
る
国
の
法
（
発
明
の
実
施
行
為
・
侵
害
行
為
が
行
わ
れ
た

地
の
法
）
を
準
拠
法
と
す
る
「
保
護
国
法
主
義
」
を
指
す
。

（
８
）
茶
園
成
樹
「
特
許
権
侵
害
の
準
拠
法
」
国
際
私
法
年
報
六
号
三
八
‐
三
九
頁
（
二
○
○
四
年
）
、
高
部
眞
規
子
〔
判
解
〕
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
平
成
一
四
年
度

七
一
○
‐
七
一
二
頁
（
二
○
○
五
年
）
、
申
美
穂
「
い
わ
ゆ
る
『
知
的
財
産
法
に
お
け
る
属
地
主
義
』
多
義
性
と
そ
の
妥
当
性
」
国
際
私
法
年
報
九
号
二
二
七
頁
（
二
○
○



続・特許権の越境侵害281

本
件
は
、
前
掲
コ
メ
ン
ト
配
信
シ
ス
テ
ム
事
件
と
同
一
当
事
者
間
で
争
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
特
許
権
者
Ｘ
（
原
告
・
控
訴
人
）
の
本
件

事
件
に
お
け
る
特
許
発
明
は
、
動
画
を
再
生
す
る
と
と
も
に
動
画
上
に
コ
メ
ン
ト
を
表
示
す
る
表
示
装
置
と
、
表
示
装
置
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

（
鴫
）

を
動
画
再
生
手
段
と
コ
メ
ン
ト
表
示
手
段
と
し
て
機
能
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
「
本
件
発
明
こ
と
い
う
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本

件
発
明
一
は
、
動
画
と
共
に
コ
メ
ン
ト
を
表
示
す
る
表
示
装
置
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
複
数
の
コ
メ
ン
ト
が
書
き
込
ま

れ
た
場
合
で
も
コ
メ
ン
ト
の
読
み
に
く
さ
を
低
減
で
き
る
よ
う
な
表
示
装
置
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
発
明
で
あ

り
、
コ
メ
ン
ト
そ
の
も
の
が
動
画
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
動
画
に
対
し
ユ
ー
ザ
ー
が
害
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
旨
を
把
握
可
能
に
す

る
こ
と
で
、
コ
メ
ン
ト
の
読
み
に
く
さ
を
低
減
さ
せ
る
効
果
を
奏
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｘ
は
、
Ｙ
ら
（
被
告
・
被
控
訴
人
）
が
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
提
供
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
コ
メ
ン
ト
付
き
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
に

お
い
て
、
動
画
を
表
示
す
る
情
報
処
理
端
末
に
配
信
さ
れ
る
コ
メ
ン
ト
表
示
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、
「
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
）
の
生

産
、
譲
渡
、
貸
渡
し
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
、
譲
渡
等
の
申
出
を
行
う
こ
と
、
及
び
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ

た
情
報
処
理
端
末
（
以
下
「
Ｙ
ら
各
装
置
」
）
の
生
産
、
使
用
を
行
う
こ
と
は
、
本
件
特
許
権
の
侵
害
を
構
成
す
る
と
し
て
、
差
止
め
・
損
害

林
書
院
、
二
○
一
三
年
）
）
。
特
許
発
明
に
対
す
る
需
要
が
「
奪
わ
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
た
地
」
と
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
、
「
生
産
」
と
い
う
加
害
行
為
に
よ
っ
て
特
許

発
明
の
需
要
が
奪
わ
れ
る
お
そ
れ
と
い
う
結
果
が
発
生
し
た
地
の
法
を
準
拠
法
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
「
生
産
」
行
為
で
あ
っ
て
も
、
使
用
言
語
や
製
品
の
運
搬
予

定
な
ど
の
諸
事
情
か
ら
、
そ
れ
が
日
本
向
け
の
製
品
と
し
て
生
産
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
特
許
発
明
の
需
要
が
奪
わ
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ

た
と
考
え
て
よ
い
。
愛
知
・
前
掲
注
（
５
）
・
一
○
頁
で
は
、
以
上
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
補
足
し
て
お
く
。

（
Ⅳ
）
愛
知
・
前
掲
注
（
３
）
・
二
七
六
頁
、
愛
知
・
前
掲
注
（
５
）
・
二
頁
、
一
四
頁
。

２
本
判
決
の
事
案
と
判
旨

(1)

事
案
の
概
要
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「
我
が
国
は
、
特
許
権
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
属
地
主
義
の
原
則
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
本
国
の
特
許
権
は
、
日
本
国

の
領
域
内
に
お
い
て
の
み
効
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
（
最
高
裁
平
成
七
年
（
オ
）
第
一
九
八
八
号
同
九
年
七
月
一
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
五
一

巻
六
号
二
二
九
九
頁
、
前
掲
最
高
裁
平
成
一
四
年
九
月
二
六
日
第
一
小
法
廷
判
決
参
照
）
。
そ
し
て
、
本
件
配
信
を
形
式
的
か
つ
分
析
的
に
み
れ
ば
、

Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
米
国
の
領
域
内
に
あ
る
電
気
通
信
回
線
（
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
格
納
さ
れ
て
い
る
サ
ー
バ
を
含
む
。
）
上
を
伝
送
さ
れ
る

場
合
、
日
本
国
の
領
域
内
に
あ
る
電
気
通
信
回
線
（
ユ
ー
ザ
が
使
用
す
る
端
末
装
置
を
含
む
。
）
上
を
伝
送
さ
れ
る
場
合
、
日
本
国
の
領
域
内
で

賠
償
の
支
払
い
な
ど
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。

原
審
（
東
京
地
判
平
成
三
○
年
六
月
一
三
日
平
成
二
八
年
（
ワ
）
三
八
五
六
五
号
）
は
、
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
Ｙ
ら
各
装
置
が
本
件
発
明
一

の
技
術
的
に
範
囲
に
属
さ
な
い
と
し
て
侵
害
を
否
定
し
た
の
に
対
し
、
控
訴
審
判
決
で
あ
る
本
判
決
は
こ
れ
を
肯
定
し
た
上
で
、
以
下
の
行

為
に
つ
い
て
、
Ｙ
ら
に
よ
る
侵
害
を
肯
定
し
た
。
①
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
米
国
内
に
存
在
す
る
サ
ー
バ
か
ら
日
本
国
内
に
所
在
す
る

ユ
ー
ザ
ー
に
向
け
て
配
信
す
る
行
為
（
「
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
」
（
特
許
法
二
条
三
項
一
号
）
。
以
下
、
こ
の
配
信
行
為
を
「
本
件
配
信
」
と
い

う
）
、
②
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
設
け
て
多
数
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ッ
の
サ
ム
ネ
イ
ル
ま
た
は
リ
ン
ク
を
表
示
す
る
こ
と

に
よ
る
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
」
の
「
申
出
」
（
特
許
法
二
条
三
項
一
号
）
、
③
Ｙ
ら
各
装
置
の
生
産
に
の
み

用
い
ら
れ
る
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
」
（
特
許
法
一
○
一
条
一
号
の
間
接
侵
聿
息
紗
、
④
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ

（
釦
）

ム
の
う
ち
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
（
「
生
産
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
①
に
つ
い
て
は
、
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
米
国
内
に
存

在
す
る
サ
ー
バ
か
ら
日
本
国
内
に
所
在
す
る
ユ
ー
ザ
ー
に
向
け
て
配
信
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
」
の
一
部
は

日
本
国
外
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
本
件
配
信
が
、
我
が
国
特
許
法
の
「
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
」
に
該
当
す
る
か

が
問
題
と
な
っ
た
も
の
の
、
本
判
決
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
こ
れ
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

(2)

判

邑
日
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も
米
国
の
領
域
内
で
も
な
い
地
に
あ
る
電
気
通
信
回
線
上
を
伝
送
さ
れ
る
場
合
等
を
観
念
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
件
通
信
の
全
て
が
日
本
国

の
領
域
内
で
完
結
し
て
い
な
い
面
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
：
：
：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
送
信
さ
れ
得
る
発
明
に
つ
き
特
許
権
侵
害
が
成
立
す
る
た
め
に
、
問
題
と
な
る
提
供
行

為
が
形
式
的
に
も
全
て
日
本
国
の
領
域
内
で
完
結
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
発
明
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

サ
ー
バ
等
の
一
部
の
設
備
を
国
外
に
移
転
す
る
な
ど
し
て
容
易
に
特
許
権
侵
害
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
、
数
多
く

の
有
用
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
発
明
が
存
在
す
る
現
代
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
い
て
、
か
か
る
潜
脱
的
な
行
為
を
許
容
す
る
こ
と
は
著
し
く

正
義
に
反
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
他
方
、
特
許
発
明
の
実
施
行
為
に
つ
き
、
形
式
的
に
は
そ
の
全
て
の
要
素
が
日
本
国
の
領
域
内
で
完

結
す
る
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
実
質
的
か
つ
全
体
的
に
み
て
、
そ
れ
が
日
本
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
た
と
評
価
し
得
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
に
日
本
国
の
特
許
権
の
効
力
を
及
ぼ
し
て
も
、
前
記
の
属
地
主
義
に
は
反
し
な
い
と
解
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
問
題
と
な
る
提
供
行
為
に
つ
い
て
は
、
当
該
提
供
が
日
本
国
の
領
域
外
で
行
わ
れ
る
部
分
と
領
域
内
で
行
わ
れ
る
部
分
と

に
明
確
か
つ
容
易
に
区
別
で
き
る
か
、
当
該
提
供
の
制
御
が
日
本
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
て
い
る
か
、
当
該
提
供
が
日
本
国
の
領
域
内
に
所

在
す
る
顧
客
等
に
向
け
ら
れ
た
も
の
か
、
当
該
提
供
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
特
許
発
明
の
効
果
が
日
本
国
の
領
域
内
に
お
い
て
発
現
し
て
い
る

か
な
ど
の
諸
事
情
を
考
盧
し
、
当
該
提
供
が
実
質
的
か
つ
全
体
的
に
み
て
、
日
本
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
た
も
の
と
評
価
し
得
る
と
き
は
、

日
本
国
特
許
法
に
い
う
『
提
供
』
に
該
当
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
件
配
信
は
、
日
本
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
ユ
ー
ザ
が
Ｙ
ら
各
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
開
始
さ
れ
、
完
結
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
…
…
、
本
件
配
信
に
つ
き
日
本
国
の
領
域
外
で
行
わ
れ
る
部
分
と
日

本
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
る
部
分
と
を
明
確
か
つ
容
易
に
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
本
件
配
信
の
制
御
は
、
日
本
国
の
領
域
内
に

所
在
す
る
ユ
ー
ザ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
本
件
配
信
は
、
動
画
の
視
聴
を
欲
す
る
日
本
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
ユ
ー

ザ
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
件
配
信
に
よ
っ
て
初
め
て
、
日
本
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
ユ
ー
ザ
は
、
コ
メ
ン
ト
を
付
す
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な
ど
し
た
本
件
発
明
…
…
に
係
る
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
配
信
に
よ
り
得
ら
れ
る
本
件
発
明
…
…
の
効
果
は
、

日
本
国
の
領
域
内
に
お
い
て
発
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
に
照
ら
す
と
、
本
件
配
信
は
、
そ
の
一
部
に
日
本
国
の
領
域
外
で
行
わ
れ
る

部
分
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
実
質
的
か
つ
全
体
的
に
考
察
す
れ
ば
、
日
本
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
た
も
の
と
評
価
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
・
」

「
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
配
信
は
、
日
本
国
特
許
法
二
条
三
項
一
号
に
い
う
「
提
供
』
に
該
当
す
る
。
」

「
な
お
、
こ
れ
は
、
以
下
に
検
討
す
る
Ｙ
ら
の
そ
の
余
の
不
法
行
為
（
形
式
的
に
は
そ
の
一
部
が
日
本
国
の
領
域
外
で
行
わ
れ
る
も
の
）
に
つ

い
て
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
」

（
四
）
本
判
決
に
よ
れ
ば
、
「
Ｙ
ら
は
、
…
…
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
際
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
日
本
国
内
に
所
在
す
る
ユ
ー
ザ
の
端
末
装
置
に
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

配
信
し
て
お
り
、
ま
た
、
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ユ
ー
ザ
が
Ｙ
ら
各
サ
ー
ビ
ス
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ユ
ー
ザ
の
端
末
装
置
に
イ
ン
ス
ト
ー

ル
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
…
…
。
そ
う
す
る
と
、
Ｙ
ら
に
よ
る
本
件
配
信
及
び
ユ
ー
ザ
に
よ
る
上
記
イ
ン
ス
ト
ー
ル
に
よ
り
、
Ｙ
ら
各
装
置
…
…
が
生
産
さ
れ
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。
」
「
そ
し
て
、
…
…
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
Ｙ
ら
各
装
置
の
生
産
に
の
み
用
い
ら
れ
る
物
で
あ
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
ま
た
、
Ｙ
ら
が
業
と
し
て
本
件

配
信
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ
ら
に
よ
る
本
件
配
信
は
、
特
許
法
一
○
一
条
一
号
に
よ
り
、
本
件
特
許
権
一
を
侵
害
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
」

（
別
）
本
件
で
は
、
さ
ら
に
、
Ｙ
ら
各
装
置
の
「
使
用
」
、
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
端
末
装
置
に
お
け
る
複
製
（
「
生
産
」
）
、
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
際
の
複
製

（
「
生
産
」
）
な
ど
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
二
者
は
い
ず
れ
も
ユ
ー
ザ
ー
が
行
為
主
体
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
際
の
複
製
に
つ
い
て
は
、
特

許
権
を
侵
害
す
る
態
様
で
複
製
さ
れ
た
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
と
い
う
理
由
で
、
Ｙ
ら
に
よ
る
侵
害
行
為
の
成
立
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。

（
喝
）
本
件
で
は
、
「
本
件
季

稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

「
本
件
発
明
二
」
も
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
第
一
審
・
控
訴
審
と
も
、
被
疑
侵
害
物
件
が
本
発
明
二
の
技
術
的
範
囲
に
属
さ
な
い
と
判
断
し
て
い
る
た
め
、
本
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（
躯
）

こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
も
、
（
実
質
法
上
の
）
属
地
主
義
を
前
提
と
は
す
る
も
の
の
、
こ
の
原
則
を
緩
和
し
た
と
い
う
点
で
は
高
く
評
価
で

き
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
一
般
論
と
し
て
、
発
明
の
提
供
行
為
の
全
て
が
日
本
国
内
で
完
結
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
、
「
サ
ー
バ

等
の
一
部
の
設
備
を
国
外
に
移
転
す
る
な
ど
し
て
容
易
に
特
許
権
侵
害
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
、
数
多
く
の
有
用

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
発
明
が
存
在
す
る
現
代
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
い
て
、
か
か
る
潜
脱
的
な
行
為
を
許
容
す
る
こ
と
は
著
し
く
正
義
に

（
記
）

反
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
明
確
な
判
示
は
、
今
後
の
裁
判
例
の
指
針
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
前
掲
Ｌ
ｌ
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
製

造
方
法
事
件
で
も
、
事
案
と
争
点
は
全
く
異
な
る
も
の
の
、
日
本
で
の
譲
渡
の
申
出
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
譲
渡
も
国
内
で
行
わ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
硬
直
的
な
立
場
も
存
在
す
る
と
こ
ろ
、
製
品
の
譲
渡
が
国
外
で
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
日
本
国
内
で
行
わ
れ

た
譲
渡
の
申
出
行
為
に
基
づ
き
、
製
品
が
日
本
国
内
に
輸
入
さ
れ
販
売
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
譲
渡
の
申
出
に
該
当
す
る
と

・
前
掲
コ
メ
ン
ト
配
信
シ
ス
テ
ム
事
件
で
は
、
シ
ス
テ
ム
発
明
の
「
生
産
」
行
為
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
と
事
案
を
異
に
す

（
皿
）

る
も
の
の
、
（
実
質
法
上
の
）
属
地
主
義
に
基
づ
き
、
我
が
国
特
許
法
上
の
「
『
生
産
』
に
当
た
る
た
め
に
は
、
特
許
発
明
の
構
成
要
件
の
全

て
を
満
た
す
物
が
、
日
本
国
内
に
お
い
て
新
た
に
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
、
シ
ス
テ
ム
を

構
成
す
る
サ
ー
バ
が
国
外
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
も
っ
て
、
日
本
国
内
で
の
「
生
産
」
を
否
定
し
た
。
し
か
も
、
裁
判
所
は
、
「
明
文
の

根
拠
な
く
、
物
の
構
成
要
素
の
大
部
分
が
日
本
国
内
に
お
い
て
作
り
出
さ
れ
る
と
い
っ
た
基
準
を
も
っ
て
、
物
の
発
明
の
『
実
施
』
と
し
て

の
『
生
産
』
の
範
囲
を
画
す
る
の
は
相
当
と
は
い
え
な
い
。
」
と
の
判
示
ま
で
行
っ
て
い
る
。
属
地
主
義
に
強
く
固
執
す
る
伝
統
的
な
立
場

を
維
持
し
た
判
決
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
も
、
（

き
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

３
分
析
・
検
討

(1)

本
判
決
の
意
義
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本
判
決
は
、
形
式
的
に
は
実
施
行
為
の
全
て
が
国
内
で
完
結
す
る
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
「
実
質
的
か
つ
全
体
的
に
み
て
、
そ
れ
が
日

本
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
た
と
評
価
し
得
る
も
の
で
あ
れ
ば
」
、
す
な
わ
ち
、
実
質
的
か
つ
全
体
的
に
見
て
、
実
施
行
為
地
が
日
本
国
内
と

評
価
で
き
る
場
合
に
は
、
我
が
国
特
許
権
の
効
力
を
及
ぼ
し
て
も
、
属
地
主
義
に
は
反
し
な
い
と
説
く
。

従
来
の
学
説
で
も
、
実
施
行
為
の
全
て
が
国
内
で
行
わ
れ
て
い
な
く
と
も
、
「
主
た
る
行
為
地
」
が
日
本
で
あ
れ
ば
、
我
が
国
特
許
権
の

（
型
）

効
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
と
論
じ
る
も
の
が
有
力
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
い
か
な
る
場
合
に
「
主
た
る
行
為
地
」
を
日
本
と
評
価
で

き
る
か
の
基
準
に
は
差
異
が
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
均
等
論
第
一
要
件
に
い
う
「
特
許
発
明
の
本
質
的
部
分
」
が
日
本
国
内
で
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
他
の
要
素
が
国
外
で
行
わ
れ

（
路
）

て
い
た
と
し
て
も
日
本
の
特
許
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
本
質
的
部
分
と
い
う
概
念
は
、
「
特
許
発
明
の
核
心
部
分
を
抽
出

す
る
も
の
と
し
て
有
用
で
あ
り
、
し
か
も
特
許
法
の
世
界
に
す
で
に
定
着
し
た
概
念
で
あ
る
か
ら
、
『
主
た
る
行
為
地
』
が
日
本
に
あ
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
た
め
の
基
準
と
し
て
用
い
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
」
上
、
本
質
的
部
分
が
行
わ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
国
は
通
常
一
つ
で
あ
る
か

（
妬
）

ら
、
「
想
定
外
の
他
国
の
特
許
の
禁
止
効
が
い
き
な
り
及
ん
で
き
て
経
済
活
動
の
自
由
が
阻
害
さ
れ
る
と
の
弊
害
も
克
服
で
き
る
」
と
し
て

し
て
、
日
本
特
許
権
に
基
づ
く
差
止
め
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
近
時
の
裁
判
例
か
ら
は
、
下
級
審
裁
判
所
と
し
て
、
あ
く
ま
で
、
前

掲
Ｂ
Ｂ
Ｓ
最
判
、
前
掲
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
最
判
が
依
拠
す
る
属
地
主
義
を
堅
持
し
な
が
ら
も
、
事
案
の
特
質
に
あ
わ
せ
て
、
そ
の
柔
軟
な
運

用
を
志
向
す
る
か
の
よ
う
な
動
き
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
属
地
主
義
が
堅
固
な
判
例
法
理
と
も
さ
れ
て
い
る
現
状
で
は
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
も
の
の
、
本
判
決
も
、

こ
の
原
則
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
不
徹
底
な
救
済
に
留
ま
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
判
断
基
準
に
お
い
て
不
明
確
さ

も
残
さ
れ
て
い
る
。

(2)

従
来
の
学
説
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予
見
可
能
性
が
確
保
で
き
る
点
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
判
断
の
明
確
性
・
予
見
可
能
性
確
保
の
見
地
か
ら
、
判
断
基
準
を
特

許
発
明
の
本
質
的
部
分
に
一
元
化
し
よ
う
と
い
う
発
想
が
垣
間
見
え
る
。

さ
ら
に
、
本
判
決
後
に
出
さ
れ
た
論
稿
で
は
あ
る
が
、
ヨ
発
明
の
実
施
」
の
場
所
に
つ
い
て
の
法
的
観
点
か
ら
の
評
価
に
お
い
て
、
重
視

す
べ
き
は
、
発
明
の
作
用
効
果
が
ど
こ
で
実
現
し
て
い
る
か
、
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
の
理
由
か
ら
、
「
物
理
的
に
は
実
施
行
為
の
一
部

が
外
国
で
行
わ
れ
て
い
て
も
、
実
質
的
な
観
点
か
ら
、
特
許
発
明
の
効
果
が
国
内
で
実
現
し
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
全
体
と

し
て
、
国
内
に
お
け
る
実
施
行
為
が
あ
る
と
み
な
す
こ
と
を
許
容
し
て
よ
い
」
と
し
つ
つ
も
、
自
身
の
行
為
に
対
し
て
我
が
国
特
許
権
の
効

力
が
及
ぶ
か
否
か
に
つ
い
て
事
業
者
に
予
見
可
能
性
を
保
障
す
べ
き
と
い
う
見
地
か
ら
、
「
被
疑
侵
害
者
が
国
内
に
お
い
て
自
覚
的
に
何
ら

か
の
行
為
を
行
っ
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
行
為
が
発
明
の
効
果
の
発
生
に
直
接
的
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
べ
き
」
と
論
じ
る
見

（
”
）

解
も
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
発
明
の
作
用
効
果
の
発
生
地
と
被
疑
侵
害
者
が
何
ら
か
の
行
為
を
行
っ
た
地
（
た
だ
し
、
国
内
で
行
わ
れ
る
行
為

は
特
許
発
明
の
本
質
的
部
分
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
奔
夢
が
い
ず
れ
も
日
本
国
内
で
あ
る
場
合
に
限
っ
て
、
我
が
国
特
許
権
の

効
力
が
及
ぶ
と
す
る
立
場
で
あ
り
、
判
断
基
準
を
完
全
に
一
元
化
す
る
も
の
で
は
な
い
と
は
い
え
、
か
な
り
定
型
化
さ
れ
た
判
断
手
法
を
と

る
よ
う
に
見
え
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
諸
事
情
を
総
合
考
盧
し
て
判
断
す
べ
き
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
、
論
者
は
「
基
準
と
し
て
明
確
さ
を
欠
き
、
事
業
者
に
予
見
可
能
性
を
与
え
る
の
に
不
十
分
と
思
わ
れ
る
」
と

（
羽
）
（
釦
）

の
批
判
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
「
さ
ら
に
個
別
事
案
に
お
け
る
事
情
を
考
盧
し
て
結
論
を
出
す
必
要
が
あ
る
」
と
も
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
個
別
具
体
的
な
考
慮
の
余
地
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
複
数
の
判
断
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
考
慮
を
明
確
に
志
向
す
る
見
解
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
実
施
行
為
に
つ

い
て
の
（
主
た
る
）
意
思
判
断
を
行
う
主
体
の
物
理
的
所
在
地
を
基
準
と
す
る
考
え
方
、
実
施
行
為
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
特
許
発
明
の
技
術

的
効
果
の
主
た
る
発
現
地
・
帰
属
地
（
そ
れ
に
伴
い
特
許
権
者
に
対
し
て
経
済
的
収
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
地
）
を
基
準
と
す
る
考
え
方
、
特
許
発

明
を
構
成
す
る
主
要
な
構
成
要
件
に
係
る
物
理
的
な
動
作
地
を
基
準
と
す
る
考
え
方
を
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
た
評
価
基
準
を
探
求
す
べ
き
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（
釦
）

と
説
く
も
の
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
「
主
と
し
て
日
本
国
内
に
所
在
し
て
い
る
主
体
に
よ
っ
て
当
該
主
体
自
ら
の
意
思
で
特
許
発
明
に
係
る

『
実
施
』
相
当
行
為
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
該
特
許
発
明
の
技
術
的
効
果
は
主
と
し
て
日
本
国
内
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
伴
っ
て
生
じ
る
経
済
的
利
益
に
つ
い
て
も
も
っ
ぱ
ら
日
本
国
内
に
お
い
て
日
本
特
許
権
者
に
対
し
て
帰
属
し
て
い
る
も
の
と
評
価

さ
れ
る
と
い
う
状
況
の
下
で
あ
れ
ば
、
当
該
特
許
発
明
の
構
成
要
件
の
一
部
に
つ
い
て
の
動
作
が
日
本
国
外
で
行
わ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
つ

（
鉈
）

て
も
日
本
特
許
法
の
下
で
の
実
施
行
為
該
当
性
を
肯
定
し
う
る
」
と
す
る
。
確
か
に
、
こ
れ
ら
三
つ
の
基
準
の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
充
足
し
て

い
る
場
合
に
、
我
が
国
特
許
法
上
の
実
施
行
為
と
し
て
特
許
権
の
効
力
を
及
ぼ
し
う
る
こ
と
に
は
首
肯
で
き
る
も
の
の
、
三
つ
の
考
え
方
を

「
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
た
評
価
基
準
」
と
し
て
、
ど
の
基
準
を
ど
の
程
度
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
か
、
三
つ
の
基
準
間
の

軽
重
・
優
先
順
位
な
ど
、
総
合
考
慮
と
い
う
手
法
を
と
る
際
に
ど
う
し
て
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
確

な
答
え
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
考
え
方
の
う
ち
、
特
許
発
明
の
技
術
的
効
果
が
発
現
し
、
特
許
権
者
に

対
し
て
経
済
的
収
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
地
を
基
準
と
す
る
考
え
方
は
、
私
見
に
類
似
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
論
者
は
、
こ
の
基
準
の
み

を
一
元
的
に
用
い
る
立
場
は
「
属
地
主
義
の
原
則
と
は
完
全
に
整
合
性
を
欠
く
場
合
も
生
じ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
批
判

（
調
）

し
て
い
る
。
し
か
し
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
通
り
、
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
高
度
に
進
展
し
た
現
代
に
お
い
て

は
、
属
地
主
義
を
無
批
判
的
に
所
与
の
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
属
地
主
義
と
の
整
合
性
を
欠
く
こ
と
が
な
に
ゆ
え
妥
当
で
は
な
い
の
か
、

（
認
）

そ
の
実
質
的
な
論
拠
を
提
示
し
、
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
考
慮
要
素
を
複
合
化
し
、
総
合
考
慮
を
図
る
立
場
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
見
解
と
し
て
は
、
他
に
、
「
日
本
の
知
的
財
産

権
の
対
象
と
な
る
利
用
に
つ
い
て
主
要
な
行
為
が
国
内
で
行
わ
れ
、
我
が
国
権
利
者
の
た
め
の
国
内
の
排
他
的
市
場
が
実
質
的
に
害
さ
れ
て

い
る
と
い
え
る
と
き
は
、
日
本
の
知
的
財
産
権
の
行
使
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
。
「
例
え
ば
、
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
サ
ー
バ
ー
が
海
外
に
置

か
れ
る
場
合
で
も
、
日
本
企
業
が
日
本
人
向
け
に
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
の
管
理
が
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
と
う
い
う
場

（
弱
）

合
に
は
、
日
本
の
知
的
財
産
権
の
行
使
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
論
じ
る
も
の
が
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
複
数
の
考
慮
要
素
を
組
み
合
わ
せ
る
立
場
に
関
し
て
は
、
あ
く
ま
で
（
実
質
法
上
の
）
属
地
主
義
に
基
づ
き
「
（
主
た
る
）
行

為
地
」
が
日
本
国
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
方
を
前
提
と
し
つ
つ
、
「
行
為
が
行
わ
れ
た
地
」
そ
れ
自
体
の
み
に
着
目
す
る
の
で

は
な
く
、
「
行
為
の
結
果
が
発
生
す
る
地
」
す
な
わ
ち
特
許
発
明
の
効
果
が
発
現
す
る
こ
と
で
、
特
許
権
者
の
排
他
的
市
場
が
害
さ
れ
経
済

的
収
益
が
損
な
わ
れ
る
地
を
も
考
盧
要
素
に
取
り
込
ん
で
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
特
許
制
度
の
趣
旨
が
、
特
許
権
者
に

特
許
発
明
の
実
施
に
よ
る
市
場
機
会
を
排
他
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
で
、
創
作
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
保
障
す
る
と
い
う
点
に
あ

る
以
上
、
特
許
権
者
が
侵
害
行
為
の
結
果
と
し
て
被
っ
た
需
要
（
市
場
機
会
）
の
喪
失
か
ら
の
適
切
な
救
済
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
特
に
重
要

と
な
る
。
特
許
権
者
に
対
し
て
十
分
な
救
済
・
損
害
填
補
を
保
障
す
る
と
い
う
側
面
か
ら
は
、
権
利
者
自
ら
が
特
許
発
明
に
基
づ
く
経
済
活

動
を
行
っ
て
い
る
（
あ
る
い
は
そ
の
機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
る
）
市
場
地
で
被
っ
た
需
要
喪
失
（
市
場
機
会
の
喪
失
）
や
そ
こ
か
ら
現
実
化
し
た
損

害
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
法
に
基
づ
く
救
済
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
特
許
権
侵
害
行
為
の
結
果
、
特
許
発
明
に
対
す
る
需
要

（
市
場
機
会
・
投
下
資
本
回
収
等
の
機
会
）
が
奪
わ
れ
た
、
ま
た
は
奪
わ
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
た
地
（
「
市
場
地
」
）
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
特
許

権
者
が
侵
害
行
為
に
よ
っ
て
被
っ
た
需
要
（
市
場
機
会
）
の
喪
失
か
ら
の
救
済
を
十
分
に
図
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
我
が
国
特
許

権
者
の
保
護
（
ひ
い
て
は
創
作
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
保
障
）
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
「
行
為
の
結
果
が
国
内
で
発
生
し
、
日
本
市
場
で
特
許
権
者

（
妬
）

の
需
要
が
奪
わ
れ
て
い
る
か
」
を
一
切
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
我
が
国
特
許
法
適
用
の
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
あ
く
ま
で
属
地
主
義
を
前
提
に
「
行
為
地
」
を
基
準
に
据
え
る
立
場
を
堅
持
し
な
が
ら
、
行
為
自
体
が
行
わ
れ
た
後
の
結
果
発
生

地
を
加
味
し
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
行
為
自
体
が
実
質
的
に
ど
の
国
で
行
わ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
論
理
的
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。
「
行
為
地
」
を
基
準
に
置
く
と
い
う
考
え
方
か
ら
解
放
さ
れ
、
直
裁
に
加
害
行
為
の
結
果
発
生
地
を
基
準
と
す
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。
ま
た
、
総
合
考
慮
に
基
づ
く
判
断
で
は
、
ど
う
し
て
も
判
断
の
不
明
確
さ
が
残
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
結
果
発
生
地
（
市
場
地
）
に

基
準
を
一
元
化
す
る
方
向
性
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
、
従
来
の
学
説
は
、
「
特
許
権
の
効
力
が
当
該
国
の
領
域
内
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
「
実
質
法
上
の
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と
も
あ
れ
、
本
判
決
も
、
「
実
質
的
か
つ
全
体
的
に
み
て
、
そ
れ
が
日
本
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
た
と
評
価
し
得
る
も
の
で
あ
れ
ば
」
、
我

が
国
特
許
権
の
効
力
を
及
ぼ
し
得
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
評
価
を
、
①
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
が
、
日
本
国
の
領
域
外
で
行
わ
れ
る

部
分
と
領
域
内
で
行
わ
れ
る
部
分
と
に
明
確
か
つ
容
易
に
区
別
で
き
る
か
、
②
当
該
提
供
の
制
御
が
日
本
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
て
い
る
か
、

③
当
該
提
供
が
日
本
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
顧
客
等
に
向
け
ら
れ
た
も
の
か
、
④
当
該
提
供
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
特
許
発
明
の
効
果
が
日

本
国
の
領
域
内
に
お
い
て
発
現
し
て
い
る
か
な
ど
の
諸
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
で
行
う
べ
き
と
判
示
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
判
断
枠

組
み
は
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
行
為
の
み
に
妥
当
す
る
の
で
は
な
く
、
「
以
下
に
検
討
す
る
Ｙ
ら
の
そ
の
余
の
不
法
行
為
（
形
式

的
に
は
そ
の
一
部
が
日
本
国
の
領
域
外
で
行
わ
れ
る
も
の
）
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
明
言
し
、
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
電

気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
」
の
「
申
出
」
（
特
許
法
二
条
三
項
一
号
）
、
Ｙ
ら
各
装
置
の
生
産
に
の
み
用
い
ら
れ
る
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
配

信
（
特
許
法
一
○
一
条
一
号
の
間
接
侵
害
行
為
）
、
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
（
「
生
産
」
）
に
も
（
行
為
の
一
部
が

国
外
で
行
わ
れ
る
も
の
に
限
っ
て
は
）
妥
当
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
実
施
行
為
の
類
型
を
問
う
こ
と
な
く
、
広
く
適
用
可
能
な
一
般
性
を
有
す

る
判
断
枠
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
う
ち
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
（
「
生
産
」
）
は
、

Ｙ
ら
の
う
ち
日
本
に
所
在
す
る
会
社
が
行
っ
て
お
り
、
日
本
国
内
で
完
結
し
た
行
為
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
間
接
侵
害
行
為
は
、

Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
判
旨
が
上
記
一
般
論
を
展
開
し
た
行
為
と
全
く
同
じ
行
為

で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
残
さ
れ
る
の
は
、
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
」
の
「
申
出
」
の
み
と
な
り
、
実
際

属
地
主
義
」
を
出
発
点
に
、
特
許
権
の
効
力
が
及
ぶ
「
実
施
行
為
」
が
自
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
た
と
評
価
で
き
る
の
か
は
い
か
な
る
場
合

か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
特
許
権
侵
害
を
巡
る
法
律
関
係
を
「
公
法
的
法
律
関
係
」
と
位
置
づ
け
る
立

場
を
前
提
と
し
て
初
め
て
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
理
解
自
体
に
疑
義
が
あ
る
こ
と
も
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

(3)

本
判
決
の
判
断
基
準
と
考
盧
要
素
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他
方
、
①
の
考
盧
要
素
は
、
そ
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
本
件
事
案
に
対
す
る
具
体
的
な
当
て
は
め
に
お
い
て
、
判
旨
は
、

「
本
件
配
信
に
つ
き
日
本
国
の
領
域
外
で
行
わ
れ
る
部
分
と
日
本
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
る
部
分
と
を
明
確
か
つ
容
易
に
区
別
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
、
実
質
的
か
つ
全
体
的
に
み
て
、
行
為
が
日
本
国
内
で
行
わ
れ
た
と
の
評
価
を
根
拠
付
け
る

方
向
で
斜
酌
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
に
ゆ
え
、
実
施
行
為
に
つ
い
て
日
本
の
領
域
外
で
行
わ
れ
る
部
分
と
日
本
の
領
域
内
で
行
わ
（
訂
）

れ
る
部
分
と
に
区
別
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
、
日
本
国
内
で
の
実
施
が
あ
っ
た
も
の
と
の
評
価
に
結
び
つ
く
の
か
判
然
と
し
な
い
・

両
者
が
明
確
か
つ
容
易
に
区
別
で
き
る
場
合
に
は
、
日
本
国
の
領
域
外
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
な
部
分
に
対
し
て
ま
で
、
我
が
国
特

許
権
の
効
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
、
属
地
主
義
に
反
す
る
と
の
懸
念
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
判
決
自
身
が
、
本
件
に

以
上
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
（
実
質
法
上
の
）
属
地
主
義
を
柔
軟
に
解
し
、
実
施
行
為
の
全
て
が
国
内
で
行
わ
れ
て
い
な
く
と
も
、
上
記

諸
要
素
を
総
合
考
慮
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
特
許
権
の
効
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
可
能
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
す
る
点
で
、
複
数
の
要
素
を
総
合

考
慮
し
「
主
た
る
行
為
地
」
を
判
断
す
る
前
記
学
説
に
親
和
的
な
判
断
を
示
し
た
も
の
と
言
え
る
。

し
か
も
、
本
判
決
が
例
示
す
る
考
盧
要
素
の
う
ち
、
③
④
は
、
提
供
行
為
が
日
本
市
場
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
特
許
発
明
の

効
果
が
日
本
国
内
で
発
現
す
る
こ
と
で
、
特
許
発
明
に
対
す
る
国
内
で
の
経
済
的
収
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
ま
さ
に
行
為
の
結
果
が
我
が
国
で
発
生
し
て
い
る
か
否
か
（
「
市
場
地
」
が
ど
こ
か
）
を
も
考
慮
要
素
に
取
り
込
む
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

に
は
判
旨
の
射
程
は
広
く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
判
旨
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
実
施
行
為
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

前
掲
コ
メ
ン
ト
配
信
シ
ス
テ
ム
事
件
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
発
明
な
ど
、
他
の
発
明
類
型
に
直
ち
に
判
旨
の
射
程
が
及
ぶ
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
本
判
決
で
示
さ
れ
た
一
般
論
自
体
は
、
こ
と
さ
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
そ
の
提
供
行
為
が
有
す
る
固
有
の
特
性
に
基
づ
い
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
解
さ
れ
、
少
な
く
と
も
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
送
信
さ
れ
得
る
発
明
」
・
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
発
明
」
に
対
し
て
は
広
く
適

用
可
能
と
評
価
す
る
余
地
も
あ
る
。

いて
○ ，
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お
け
る
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
行
為
の
う
ち
、
「
本
件
配
信
を
形
式
的
か
つ
分
析
的
に
み
れ
ば
、
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
米
国
の
領

域
内
に
あ
る
電
気
通
信
回
線
（
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
格
納
さ
れ
て
い
る
サ
ー
バ
を
含
む
。
）
上
を
伝
送
さ
れ
る
場
合
、
日
本
国
の
領
域
内
に
あ
る

電
気
通
信
回
線
（
ユ
ー
ザ
が
使
用
す
る
端
末
装
置
を
含
む
。
）
上
を
伝
送
さ
れ
る
場
合
、
日
本
国
の
領
域
内
で
も
米
国
の
領
域
内
で
も
な
い
地
に

あ
る
電
気
通
信
回
線
上
を
伝
送
さ
れ
る
場
合
等
を
観
念
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
件
通
信
の
全
て
が
日
本
国
の
領
域
内
で
完
結
し
て
い
な
い
面

が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
」
と
述
べ
る
と
お
り
、
米
国
サ
ー
バ
か
ら
日
本
に
所
在
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
端
末
装
置
に
向
け
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
伝
送
さ
れ
る
場
合
に
は
、
複
数
国
の
領
域
内
を
経
由
し
な
が
ら
「
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
」
が
行
わ
れ
る

の
は
確
実
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
論
と
し
て
は
、
当
該
提
供
行
為
全
体
に
我
が
国
特
許
権
の
効
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
た
と
え
当

該
提
供
に
つ
い
て
日
本
国
外
で
行
わ
れ
た
部
分
と
国
内
で
行
わ
れ
た
部
分
を
明
確
に
区
別
・
切
り
分
け
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、
日
本
国
の

領
域
外
で
行
わ
れ
た
部
分
に
対
し
て
も
我
が
国
特
許
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
形
式
的
に
は
国
内
で
完
結
し

な
い
実
施
行
為
全
体
に
つ
い
て
、
我
が
国
特
許
法
を
適
用
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
判
断
の
対
象
は
、
国
内
で
の
行
為
部
分
と

国
外
で
の
行
為
部
分
を
あ
わ
せ
た
行
為
全
体
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
を
区
別
で
き
る
か
否
か
は
結
論
に
影
響
し
な
い
は
ず
で
は

な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
裁
判
所
と
し
て
は
、
両
部
分
を
明
確
か
つ
容
易
に
区
別
で
き
る
場
合
に
は
、
「
実
質
的
か
つ
全
体
的
に
」
に
見

た
評
価
を
す
る
こ
と
な
く
、
日
本
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
た
部
分
の
み
に
対
し
て
、
端
的
に
我
が
国
特
許
権
の
効
力
を
及
ぼ
し
差
止
め
等
を

行
え
ば
足
り
る
と
考
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
有
線
回
線
を
通
じ
た
提
供
行
為
で
あ
れ
ば
、
日
本
国
内
で
行
わ
れ
た
部
分

と
日
本
国
外
で
行
わ
れ
た
部
分
を
明
確
か
つ
容
易
に
区
別
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
本
判
決
が
こ
れ
を
否
定
し
た

の
は
、
「
日
本
国
の
領
域
内
に
あ
る
電
気
通
信
回
線
（
ユ
ー
ザ
が
使
用
す
る
端
末
装
置
を
含
む
。
）
上
を
伝
送
さ
れ
る
」
部
分
の
み
を
対
象
と
し

た
差
止
め
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
日
本
国
の
領
域
外
で
の
電
気
通
信
回
線
を
含
め
た
通
信
全
体
に
対
し
て
差
止
め
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い

と
判
断
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
①
の
考
慮
要
素
は
、
差
止
対
象
の
特
定
・
区
別
を
問
題
と
し
た
も
の
と
解
す
る
余
地
も
あ
り

得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
ジ
オ
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
技
術
ま
で
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
日
本
に
対
す
る
プ
ロ
グ
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ラ
ム
の
提
供
の
み
の
差
止
め
を
観
念
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

②
の
「
当
該
提
供
の
制
御
が
日
本
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
考
盧
要
素
に
つ
い
て
は
、
当
該
提
供
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
を

制
御
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
最
も
主
要
な
要
素
が
国
内
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
爵
酌
す
る
も
の
と
も
解
し
う
る
。
も
っ
と
も
、
本

件
配
信
の
制
御
が
Ｙ
ら
で
は
な
く
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
認
定
さ
れ
て
い
る
通
り
、
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
ユ
ー
ザ
ー
に

よ
る
Ｙ
ら
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
端
末
装
置
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
る
と
い
う
事
実
に
着
目
さ
れ
て
お
り
、

提
供
行
為
が
ユ
ー
ザ
ー
自
身
の
意
思
・
主
体
的
行
動
を
基
点
に
開
始
さ
れ
完
結
す
る
点
を
重
視
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
Ｙ
ら

が
、
Ｙ
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
管
理
し
、
そ
れ
を
提
供
す
る
た
め
に
サ
ー
バ
を
準
備
・
利
用
す
る
こ
と
で
、
提
供
に
向
け
た
技
術
環
境
を
整
備

し
て
い
る
と
い
う
点
を
捉
え
て
、
「
当
該
提
供
の
制
御
」
を
判
断
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
サ
ー
バ
が
国
外
に
あ
る
以
上
、
結
論
が
異
な
り

得
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
掲
コ
メ
ン
ト
配
信
シ
ス
テ
ム
事
件
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
生
産
が
問
題
と
な
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
国
外
の
サ
ー
バ
と
国
内
の
ユ
ー
ザ
ー
端
末
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム
全
体
の
「
生
産
」
に
つ
い
て

主
体
的
に
管
理
・
制
御
し
て
い
る
の
は
、
ユ
ー
ザ
で
は
な
く
Ｙ
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
管
理
・
制
御
は
日
本
国
内
で
は
完
結
し
て
い
な

い
と
の
判
断
が
導
か
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
と
も
か
く
も
、
「
行
為
」
の
制
御
が
ど
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
考
慮
要
素
は
、
あ
く

ま
で
属
地
主
義
を
前
提
に
「
（
主
た
る
）
行
為
地
」
を
判
断
基
準
に
置
く
立
場
か
ら
は
自
然
に
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
特
定
の
地

で
サ
ー
ビ
ス
等
を
展
開
し
、
経
済
的
収
益
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
当
該
地
で
構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と

い
う
時
代
に
お
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
を
管
理
・
運
営
し
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
地
（
「
行
為
地
」
）
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
環
境
が
高
度
に
整
備
さ
れ
、
世
界
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
容
易
に
結
び
つ
く
時
代
に
あ
っ
て
は
、
ど
の
地
に
装

置
・
機
器
が
置
か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
ど
の
地
で
装
置
・
機
器
の
管
理
・
制
御
・
操
作
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
は
も
は
や
本
質
的
な

問
題
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
属
地
主
義
の
原
則
を
堅
持
す
る
と
い
う
建
前
か
ら
は
、
「
行
為
地
」
に
着
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

自
ら
が
収
益
を
上
げ
る
た
め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
市
場
地
以
外
の
地
で
シ
ス
テ
ム
を
（
分
散
的
に
）
構
築
し
、
こ
れ
ら
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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で
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
地
で
シ
ス
テ
ム
の
管
理
・
制
御
・
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
か
が
従
来
ほ
ど
の
重
要
性
を
失
っ
て
い
る
と
い

（
銘
）

う
実
態
に
鑑
み
れ
ば
、
②
の
考
慮
要
素
も
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
時
代
に
即
し
た
判
断
を
行
う
た
め
に
は
、
行
為
に
よ
る
結
果
が
日
本
国
内
で
発
生
し
て
い
た
か
を
問
題
と
す
る
③
④
の

考
慮
要
素
が
決
定
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
以
上
は
、
も
は
や
「
行
為
地
」
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

端
的
に
「
結
果
発
生
地
（
市
場
地
と
を
判
断
基
準
に
据
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

（
虹
）
裁
判
所
は
、
別
途
、
準
拠
法
を
日
本
法
と
し
た
上
で
、
日
本
特
許
法
を
適
用
で
き
る
か
を
論
じ
る
際
に
、
属
地
主
義
を
持
ち
出
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
は
、
「
実
質
法
上

の
属
地
主
義
」
を
指
す
も
の
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
（
愛
知
・
前
掲
注
（
５
）
・
九
頁
）
・

（
館
）
本
判
決
も
、
前
掲
注
（
虹
）
で
述
べ
た
コ
メ
ン
ト
配
信
シ
ス
テ
ム
事
件
と
同
様
に
、
別
途
、
準
拠
法
を
日
本
法
と
し
た
本
件
原
審
判
決
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
つ
つ
、
改
め
て

属
地
主
義
を
持
ち
出
し
て
い
る
上
に
、
「
我
が
国
は
、
特
許
権
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
属
地
主
義
の
原
則
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
本
国
の
特
許
権
は
、
日

本
国
の
領
域
内
に
お
い
て
の
み
効
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
（
最
高
裁
平
成
七
年
（
オ
）
第
一
九
八
八
号
同
九
年
七
月
一
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
五
一
巻
六
号
二
二
九

九
頁
、
前
掲
最
高
裁
平
成
一
四
年
九
月
二
六
日
第
一
小
法
廷
判
決
参
照
）
」
と
述
べ
、
前
掲
Ｂ
Ｂ
Ｓ
最
判
及
び
前
掲
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
最
判
の
判
示
の
う
ち
、
「
実
質
法
上
の

属
地
主
義
」
を
指
す
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
も
、
準
拠
法
を
決
定
し
た
後
、
改
め
て
「
実
質
法
上
の
属
地
主
義
」
を
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
両
立
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
妥
当
で
は
な
い
。

（
羽
）
前
掲
コ
メ
ン
ト
配
信
シ
ス
テ
ム
事
件
も
、
「
本
件
特
許
権
の
侵
害
の
責
任
を
回
避
す
る
た
め
に
動
画
配
信
用
サ
ー
バ
及
び
コ
メ
ン
ト
配
信
用
サ
ー
バ
を
日
本
国
外
に
設
置

し
、
実
質
的
に
は
日
本
国
内
か
ら
管
理
し
て
い
た
と
い
っ
た
、
結
論
と
し
て
著
し
く
妥
当
性
を
欠
く
と
の
評
価
を
基
礎
付
け
る
よ
う
な
事
情
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」
と
述
べ
、

「
結
論
と
し
て
著
し
く
妥
当
性
を
欠
く
と
の
評
価
を
基
礎
付
け
る
よ
う
な
事
情
」
が
認
め
ら
れ
る
例
外
的
な
場
合
に
は
、
サ
ー
バ
が
国
外
に
置
か
れ
て
い
て
も
、
我
が
国
で

の
特
許
権
行
使
を
認
め
る
か
の
よ
う
な
判
示
を
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
こ
れ
に
該
当
す
る
の
か
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

サ
ー
バ
所
在
地
も
企
業
に
よ
る
コ
ス
ト
計
算
や
戦
略
な
ど
様
々
な
事
情
で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
侵
害
回
避
の
た
め
に
あ
え
て
国
外
を
選
択
し
た
と
の
事
情
を
明

確
に
認
定
で
き
る
ケ
ー
ス
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
愛
知
・
前
掲
注
（
５
）
・
一
二
頁
）
・

（
型
）
知
財
財
産
研
究
教
育
財
団
・
知
的
財
産
研
究
所
・
前
掲
注
（
２
）
・
八
八
‐
九
二
頁
も
、
「
属
地
主
義
の
緩
和
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
し
て
、
「
主
た
る
行
為
」
地
と
「
市
場

（
お
）
山
内
貴
博
「
『
国
境
を
跨
ぐ
侵
害

（
妬
）
山
内
・
前
掲
注
（
妬
）
・
一
四
頁
。

（
”
）
鈴
木
將
文
「
越
境
的
要
素
を
有
｛

鈴
木
將
文
「
越
境
的
要
素
を
有
す

山
内
貴
博
「
『
国
境
を
跨
ぐ
侵
害

地
」
に
着
目
し
て
い
る
。

る
行
為
に
よ
る
特
許
権
侵
害
に
関
す
る
一
考
察
」
Ｌ
＆
Ｔ
九
八
号
一
二
頁
（
二
○
二
三
年
）
。

行
為
」
に
対
す
る
あ
る
べ
き
規
律
ｌ
実
務
家
の
視
点
か
ら
ｌ
」
Ｉ
Ｐ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
号
一
三
‐
一
四
頁
（
二
○
一
七
年
）
。
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我
が
国
特
許
法
の
ヨ
生
産
』
に
当
た
る
た
め
に
は
、
特
許
発
明
の
構
成
要
件
の
全
て
を
満
た
す
物
が
、
日
本
国
内
に
お
い
て
新
た
に
作

り
出
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
」
と
し
て
属
地
主
義
に
強
く
縛
ら
れ
た
前
掲
コ
メ
ン
ト
配
信
ス
テ
ム
事
件
と
は
異
な
り
、
本
判
決
は
、
属
地
主
義

（
訂
）
上
原
隆
志
〔
判
批
〕
知
財
ぶ
り
ず
む
二
一
巻
二
四
三
号
二
六
頁
（
二
○
二
二
年
）
・

（
銘
）
以
上
、
愛
知
・
前
掲
注
（
３
）
・
二
七
四
‐
二
七
五
頁
。

ヘヘヘヘーヘーヘヘヘ〆へ

36 35 3433 32 31 30 29 28
ーーーー～ノーノーーーノ

愛
知
・
前
掲
注
（
３
）
・
二
七
六
‐
二
七
七
頁
。

横
山
久
芳
「
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
著
作
権
法
・
特
許
法
上
の
問
題
」
法
律
時
報
九
一
巻
八
号
五
六
頁
（
二
○
一
九
年
）
。

法
例
下
の
論
稿
で
は
あ
る
も
の
の
、
梶
野
篤
志
「
特
許
法
に
お
け
る
属
地
主
義
の
限
界
」
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
一
号
一
五
九
頁
以
下
（
二
○
○
四
年
）
は
、
特
許
権

侵
害
に
基
づ
く
差
止
め
・
損
害
賠
償
請
求
い
ず
れ
も
不
法
行
為
と
性
質
決
定
し
、
法
例
三
条
一
項
に
よ
り
準
拠
法
を
決
定
す
べ
き
と
し
つ
つ
、
同
項
の
原
因
事
実
発
生
地

を
「
行
動
地
」
と
理
解
す
る
（
同
一
六
五
頁
）
。
そ
し
て
、
「
国
内
か
ら
特
許
発
明
の
実
施
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
実
施
が
内
国
に
お
け
る
特
許
発
明
の
実
施
を
代
替
し
得
る

も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
内
国
特
許
権
に
よ
り
確
保
さ
れ
る
べ
き
市
場
を
奪
っ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
」
と
し
て
「
内
国
特
許
権
の
効
力
が
及
ぶ
」
と
す
る
（
同
一
六

九
頁
）
。
「
行
動
地
」
を
判
断
す
る
際
に
、
「
特
許
権
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
る
市
場
を
奪
う
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
侵
害
を
肯
定
す
べ
き
で
は
な
い
」
（
同
一
七
○
頁
）
と

し
て
、
結
果
発
生
に
も
着
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
横
溝
大
〔
電
着
画
像
事
件
判
批
〕
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
二
二
号
一
八
○
頁
（
二
○
○
六
年
）
も
、
「
我
が
国
特
許
法
の
趣

旨
目
的
は
、
基
本
的
に
は
自
国
市
場
に
お
け
る
発
明
の
奨
励
と
産
業
の
発
達
に
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
：
…
．
。
」
「
対
象
製
品
が
い
ず
れ
の
市
場
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

か
が
具
体
的
判
断
に
お
い
て
重
視
さ
れ
」
る
と
述
べ
る
。
同
〔
コ
メ
ン
ト
配
信
シ
ス
テ
ム
事
件
判
批
〕
有
斐
閣
○
口
旨
①
国
際
私
法
判
例
速
報
記
事
目
“
届
ｇ
ｇ
Ｓ
（
二

○
二
二
年
）
に
も
同
趣
旨
の
記
述
が
あ
り
、
対
象
行
為
が
国
内
市
場
に
実
質
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
行
為
を
「
実
施
」
（
特
許
法
二
条
三
項
）
と
み
な

す
べ
き
と
論
じ
る
。

上
原
隆
志
〔
判
型

鈴
木

鈴
木

鈴
木
鈴
木

平
鴫

平
嶋

愛
知

・
前
掲
注
（
”
）
・
二
一
頁
。

平
嶋
竜
太
「
『
国
境
を
跨
ぐ
侵
害
行
為
』
と
特
許
法
に
よ
る
保
護
」
Ｉ
Ｐ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
号
二
七
‐
二
八
頁
（
二
○
一
七
年
）
。

平
嶋
・
前
掲
注
（
証
）
・
二
八
‐
二
九
頁
。

前
掲
注
（
”
）
・
二
一
頁
。

前
掲
注
（
”
）
・
二
三
頁
。

前前
掲掲
注注
へへ

31 31
ー…

お
わ
り
に

二
八
頁
。
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の
緩
和
を
打
ち
出
し
た
点
で
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。

筆
者
の
見
解
は
、
属
地
主
義
か
ら
の
脱
却
を
図
る
と
い
う
か
な
り
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
り
、
に
わ
か
に
裁
判

実
務
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
最
高
裁
判
例
が
属
地
主
義
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
前
提
と
し
た
判
断
が
繰
り

返
さ
れ
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
属
地
主
義
に
強
く
固
執
し
、
実
施
行
為
の
一
部
で
も
海
外
で
行
わ
れ
て
い
る
、
あ
る

い
は
、
特
許
発
明
の
構
成
要
件
の
一
部
（
サ
ー
バ
・
装
置
・
機
器
な
ど
）
で
も
海
外
に
所
在
し
て
い
れ
ば
、
直
ち
に
我
が
国
特
許
法
が
適
用
さ

れ
な
い
と
す
る
あ
ま
り
に
硬
直
的
な
考
え
方
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
を
初
め
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
が
高
度
に
発
展
し
た
時
代
に
そ
ぐ
わ
ず
、

実
態
か
ら
乖
離
し
た
判
断
に
陥
り
か
ね
な
い
と
い
う
認
識
自
体
は
、
広
く
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
属
地
主
義
を
前
提
と
し
た

司
法
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
情
の
下
で
は
大
き
な
限
界
は
あ
る
も
の
の
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、
本
判
決
の
よ
う
に

属
地
主
義
の
可
能
な
限
り
の
緩
和
を
図
り
続
け
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
特
許
法
一
○
五
条
の
二
の
二
に
よ
る
第

三
者
意
見
募
集
が
初
め
て
実
施
さ
れ
た
前
掲
コ
メ
ン
ト
配
信
シ
ス
テ
ム
事
件
控
訴
審
が
ど
の
よ
う
な
判
断
を
下
す
の
か
に
高
い
関
心
が
寄
せ

ら
れ
る
。
本
判
決
が
打
ち
出
し
た
方
向
性
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。


